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川を生かtた町つくうの推進 t
 河

川
公
園
整
備
協
議
会
と
は
、
 

河
川
整
備
協
議
会
は
、
平
成
6
 

年
3
月
1

日
に
設
立
し
ま
し
た
。
 

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
 

ク
ト
チ
ー
ム
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
 

会
か
ら
 10 

人
、
町
民
代
表
と
し
て
 

9
人
、
建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
 

所
か
ら
1

人
の
 20 

人
で
組
織
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
 

九
州
芸
術
工
科
大
学
の
佐
藤
優
助
 

教
授
を
加
え
て
、
協
議
、
河
川
調
 

査
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

整
備
の
目
的
 

①
河
川
特
有
の
自
然
。
 

生
態
系
の
保
護
と
学
習
 

整
備
の
手
法
を
多
自
然
型
と
す
 

る
こ
と
で
、
河
川
が
本
来
も
っ
て
 

い
る
自
然
を
よ
り
良
く
生
か
し
、
 

生
態
系
の
保
護
を
積
極
的
に
行
い
 

ま
す
。
 

ま
た
、
サ
イ
ン
や
野
鳥
の
観
察
 

施
設
な
ど
、
身
近
に
自
然
と
ふ
れ
 

ら
れ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
 

河
川
特
有
の
自
然
を
人
々
に
伝
 

え
、
自
然
の
大
切
さ
を
周
知
さ
せ
 

ま
す
。
 

シンボルゾーン 
②
河
川
空
間
な
ら
び
に
 

周
辺
の
地
域
を
結
ぶ
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
 

②
良
質
な
河
川
景
観
の
 

創
出
と
保
全
 

河
川
が
も
つ
広
々
と
し
た
開
放
 

的
な
空
間
を
生
か
し
た
整
備
を
行
 

う
こ
と
で
、
河
川
特
有
の
質
の
高
 

い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
創
出
 

し
守
っ
て
い
き
ま
す
。
 

③
地
域
住
民
の
 

憩
い
の
場
の
提
供
 

広
い
高
水
敷
を
活
用
し
て
、
多
 

目
的
広
場
や
地
域
の
祭
り
が
行
え
 

る
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
ま
た
、
日
常
 

的
に
川
の
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ
え
 

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
周
辺
 

地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
 

河
川
空
間
の
利
活
用
を
図
り
、
川
 

に
対
す
る
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
い
 

ま
す
。
 

村ケ谷ポタ山 
、 

、 
, 

' 

、 ー ー 、 

彦
山
川
、
中
元
寺
川
の
河
川
空
 

間
を
連
続
さ
せ
る
遊
歩
道
、
サ
イ
 

ク
リ
ン
グ
道
路
な
と
を
町
内
に
も
 

設
定
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 

ク
を
整
備
し
、
回
遊
性
を
高
め
る
。
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対
象
区
域
と
し
て
は
、
 

彦
山
川
沿
い
の
高
水
敷
全
域
、
 

中
元
寺
川
沿
い
の
高
水
敷
の
一
 

立
日
 

中
元
寺
川
沿
い
の
堤
防
道
路
、
彦
 

山
川
i
金
田
小
学
校
ー
堀
川
団
地
 

、
中
ル
寺
川
に
至
る
道
路
 

整
備
の
方
針
 

①
河
川
空
間
の
 

ソ
ー
ニ
ン
ク
 

●
シ
ン
ポ
ル
ソ
ー
ン
は
、
 

彦
山
川
と
中
元
寺
川
の
合
流
点
 

に
あ
た
り
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
の
 

人
の
流
れ
の
合
流
点
に
も
あ
た
り
 

ま
す
。
河
川
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と
 

な
り
、
沿
川
、
広
域
住
民
の
様
々
 

な
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
レ
ー
、
ン
ョ
ン
 

活
動
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
空
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維
持
管
理
の
方
針
 

灘
 
綱
藁
曹
一
 

●
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ソ
ー
ン
は
、
 

高
水
敷
の
広
い
空
間
を
利
用
し
 

て
、
多
く
の
人
々
が
広
々
と
し
た
 

空
間
で
遊
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
 

楽
し
む
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
空
 

間。 
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
は
、
 

町
の
中
心
部
に
近
く
、
小
学
校
 

や
団
地
な
と
地
域
の
核
と
な
る
施
 

設
が
付
近
に
あ
り
、
高
水
敷
の
せ
 

せ
ら
ぎ
や
親
水
性
の
高
い
護
岸
、
 

羅
昨
婦
「
繰
）
 

八
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ム
民
館
集
会
所
J
v
ピ
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瀦
卿
風
掛
ざ
」
 

①
金
田
町
な
と
行
政
と
、
地
元
住
 

民
の
相
互
協
力
に
よ
り
、
良
好
 

な
河
川
環
境
の
維
持
管
理
の
計
 

画
の
立
案
な
ら
び
に
推
進
を
行
 

っ
て
い
く
。
 

②
地
ル
住
民
が
、
河
川
空
間
の
利
 

活
用
、
な
ら
び
に
河
川
環
境
の
 

良
好
な
維
持
管
理
へ
参
画
が
期
 

一
 

？・ 
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敏
J
 

多
目
的
広
場
な
と
、
人
と
人
、
人
 

と
川
の
自
然
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
 

と
す
る
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
空
間
。
 

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ソ
ー
ン
は
、
 

川
の
中
に
多
数
の
中
州
が
あ
り
 

ま
す
。
身
近
に
河
川
の
自
然
や
生
 

態
系
に
ふ
れ
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
 

ら
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
自
然
 

科
学
の
観
察
・
学
習
の
場
と
し
て
 

利
用
さ
れ
る
空
間
。
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老
人
ホ
ー
，
ム
 

『
‘
一
第
一
長
寿
園
 

蕩
雄
胤
 

待
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
 

討
し
、
確
立
し
て
い
く
。
 

以
L

の
と
お
り
、
整
備
基
 

本
計
画
の
お
お
ま
か
な
目
的
、
 

整
備
方
針
、
ま
た
、
維
持
管
 

理
方
針
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
 

河
川
公
園
整
備
計
画
協
議
 

会
で
は
、
今
後
も
地
区
説
明
 

・ 二二し 
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乙． 

JJ 

鵬
驚
 

皿灘興（」館 

「
」
J
 

、
叫
南
木
中
継
一
 

).i
プ

ポ

ン

ブ

場

 

会
や
啓
蒙
啓
発
（
広
報
掲
載
、
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
）
を
 

積
極
的
に
行
い
ま
す
。
 

河
川
の
有
効
利
用
や
維
持
 

管
理
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
 

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
 

い。 ご
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

事
務
局
 
企
画
開
発
課
企
画
係
内
 

河
川
公
園
整
備
計
画
協
議
会
ま
で
 

0
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一
生
感
動
ノ
 

ス
テ
キ
に
生
き
て
o
 

生
き
が
い
健
康
教
室
開
講
式
 

5
月
 18 

H
、
平
成
7
年
度
の
高
齢
者
 

牛
き
が
い
健
康
教
室
の
開
講
式
が
総
 

合
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
2
年
目
の
健
康
教
室
に
は
、
 

52 

歳
か
ら
 88 

歳
ま
で

e
受
講
者
m
人
 

が
、
全
 25 

の
教
養
講
座
と
、
4

つ
の
選
 

択
講
座
（
健
康
と
体
力
づ
く
り
、
歌
 

謡
、
民
謡
、
陶
芸
）
を
、
来
年
の
2
月
 

15 

日
ま
で
述
べ
 28 

日
間
の
日
程
で
学
 

び
ま
す
。
 

開
講
式
で
は
町
長
が
、
「
明
る
く
楽
 

し
い
受
講
を
、
意
欲
的
に
、
自
主
的
に
 

心
が
け
て
充
実
し
た
教
室
と
し
て
く
 

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
昨
 

年
か
ら
引
き
続
き
受
講
さ
れ
る
人
は
、
 

さ
ら
に
一
歩
前
進
と
、
意
欲
満
々
で
し
 

た。 

、
 

6月1日、神崎同和保育所の園児28人 

が、特別養護老人ホーム「第二長寿園」 

を訪問しました。 

この訪問は、現在、核家族化が進み、 

家庭にはおじいちゃんやおばあちゃん 

と接する機会が少なく、また、地域のお 

年寄りとのふれあいを目的として毎年 

行われているものです。 

この日は、第二長寿園の入所者と隣 

ノ 接するデイ・サビースの利用者のお勺寄 

り約150人が、園児たちと指遊びや玉入 

れなどゲームを通してふれあった一［Eli 

となりました。 

おじいちやん 

おはあちやん 

たのしかったね 

、
 

0 

0 
'95飯塚国際車いすテニス大会と 

際交歓会〇 

, 

r ’一 

, 

「
社
会
に
ラ
リ
ー
ノ
心
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
ノ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
第
 11
 

回
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
が
、
5
月
 24 

日
、
 28 

日
ま
で
の
5
日
間
 

に
わ
た
り
白
熱
し
た
熱
戦
が
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
場
ほ
か
 

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

大
会
開
催
期
問
中
の
 26 

日
に
は
、
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
出
場
の
外
 

国
人
選
手
な
ど
約
 60 

人
を
招
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
の
 

芝
生
広
場
を
会
場
に
約
4
百
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
言
葉
の
壁
を
越
え
 

て
楽
し
い
タ
べ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

交
歓
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
民
謡
や
日
本
舞
踊
な
ど
、
日
 

本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
、
選
手
か
ら
は
大
き
な
拍
手
 

が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

交
歓
会
最
後
に
は
、
金
田
音
頭
と
炭
坑
節
を
参
加
し
た
全
員
で
踊
り
、
 

最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

《

 

ー

、

 

／
 
障
害
者
持
つ
高
校
生
支
援
 

朗
読
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

II 

染
色
体
異
常
に
よ
る
重
い
障
害
を
持
っ
 

た
北
九
州
市
の
高
校
生
を
支
援
し
よ
う
と
 

6
月
 11 

日
に
、
地
鳥
料
理
「
架
奈
多
屋
」
で
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
 

し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
二
部
構
成
で
、
毎
日
文
化
 

セ
ン
タ
ー
話
し
方
講
師
の
三
輪
純
子
さ
ん
 

が
、
高
校
生
の
母
親
が
子
と
も
の
気
持
ち
を
 

代
弁
し
た
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
詩
ゃ
本
 

を
朗
読
し
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
た
女
将
の
 

古会場は、おおにぎわいでした。 

大
井
啓
了
さ
ん
は
、
「
『
な
に
を
す
る
に
も
遅
 

き
は
な
い
の
で
す
／
気
が
つ
い
た
と
き
出
 

会
っ
た
と
き
思
っ
た
と
き
が
出
発
な
の
で
 

す
』
高
校
生
の
視
点
で
気
持
ち
を
素
直
に
表
 

現
し
た
母
親
の
詩
は
素
晴
ら
し
い
。
同
じ
 

母
親
と
し
て
、
ま
た
、
難
病
を
抱
え
な
が
ら
 

も
素
直
に
生
き
る
親
子
の
力
に
な
り
た
い
 

と
思
い
ま
し
た
」
と
、
講
師
の
三
輪
さ
ん
、
 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
“
出
会
い
ー
と
い
う
詩
、
ま
 

た
、
高
校
生
や
そ
の
母
親
と
の
出
会
い
が
な
 

か
っ
た
ら
、
今
日
と
い
う
日
は
な
か
っ
た
だ
 

ろ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
 

は
、
高
校
生
の
母
親
が
計
画
し
て
い
る
障
害
 

者
が
気
軽
に
集
ま
り
楽
し
く
交
流
で
き
る
 

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
建
設
費
に
贈
ら
れ
 

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

の
り
一
」
 

ぐ

大

井

 
啓
子
さ
ん
 

① 

レッツ、ダンシングノ TANKOUBUSHIノ 

ふ
れ
あ
い
塾
 

通
 
信
 

竹
の
お
は
し
作
り
、
ジ
ャ
カ
イ
モ
掘
 

り
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、
寝
る
前
の
ち
ょ
っ
 

と
こ
わ
い
お
話
し
…
・
。
 

5
月
 17 

日
ー
 20 

日
ま
で
の
3

泊
4

日
 

間
に
 13 

人
の
入
塾
生
た
ち
が
体
験
し
た
 

ほ
ん
の
一
部
で
す
。
竹
ば
し
作
り
で
は
、
 

自
分
た
ち
の
家
族
全
員
の
分
を
作
り
ま
 

し
た
。
家
族
の
多
い
入
塾
生
は
、
と
う
 

し
て
も
作
る
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
 

ま
す
が
、
早
く
作
り
終
え
た
み
ん
な
に
 

協
力
し
て
も
ら
っ
て
予
定
の
時
間
内
に
 

全
員
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
畑
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
ジ
ャ
 

ガ
イ
モ
は
、
ふ
か
し
イ
モ
に
し
て
み
ん
 

な
の
胃
袋
に
無
事
収
ま
り
、
ど
の
顔
も
 

素
朴
な
お
や
つ
に
満
足
顔
で
し
た
。
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こんにちは、保健婦です 

肩こり・腰痛よノ 
六．上．ら．か．ら 

／ノ ー ー ー ’、ー ー 
vノ／-
ノ 屑こり、腰涌に悩まされている人か多くめりませんか。 

「いつものことだから」 と、あきらめてはいないでしよう 

か。 

肩こり、腰痛は、実はあなたの日ごろの心がけで、ずい 

ぶん楽になることができるのです。 

学
生
の
 

免
除
基
準
は
。
 

平
成
3
年
4

月
か
ら
 20 

歳
以
上
の
学
 

生
も
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
 

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
収
入
の
な
い
学
 

生
の
場
合
、
 

一
般
の
免
除
基
準
と
は
別
 

に
特
別
の
免
除
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
免
除
基
準
に
あ
て
は
ま
 

ら
な
い
と
き
な
ど
に
は
、
年
金
教
育
資
 

金
貸
付
制
度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。
 

肩
こ
り
 

☆
同
じ
姿
勢
を
長
い
時
間
続
け
る
。
 

★
姿
勢
が
悪
い
。
 

☆
運
動
不
足
 

★
目
の
疲
れ
 

☆
ス
ト
レ
ス
 

★
歯
の
か
み
合
わ
せ
が
悪
い
 

こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
っ
て
、
 

肩
の
ま
わ
り
の
筋
肉
が
緊
張
し
つ
づ
け
 

る
→
血
行
が
悪
く
な
り
、
疲
労
物
質
が
た
 

ま
る
→
ま
す
ま
す
疲
れ
が
と
れ
に
く
く
 

な
る
→
こ
の
よ
う
に
し
て
、
肩
こ
り
が
起
 

こ
る
の
で
す
。
 

腰
痛
 

一
本
足
で
歩
く
私
た
ち
人
間
は
、
腰
に
負
 

担
が
か
か
り
や
す
い
た
め
、
と
う
し
て
も
 

腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
 

原
因
に
は
、
 

★
猫
背
で
姿
勢
が
悪
い
 

☆
太
り
す
ぎ
 

★
一
日
中
同
じ
姿
勢
で
い
る
 

☆
や
わ
ら
か
い
ベ
ッ
ト
で
寝
て
い
る
 

★
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
い
る
 

こ
の
よ
う
に
腰
痛
は
、
生
活
の
中
で
原
因
 

を
作
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
 

●免除基準額を収入ベースに換算すると 
標準サラリーマン世帯の場合 

（夫婦・20歳以上の学生1人・高校生1人） 

同 居 別 居 

国公立の学生 約620万円 約680万円 

私立の学生 約720万円 約770万円 

0 
ぺ、マ 

※国公立学生1人増につき、同居の場合・約 75万円増 

別居の場合・約1 35万円増 

同居の場合・約1 55万円増 

別居の場合・約215万円増 
※私立学生1人増につき、 

肩こり 
の 

予 防 

◇
正
し
い
姿
勢
を
心
が
け
る
 

◆
長
時
間
、
同
じ
姿
勢
を
と
ら
な
い
 

◇
同
じ
姿
勢
が
 40 

分
ー
 50 

分
続
い
た
 

ら
首
の
体
操
を
す
る
 

◆
首
を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
で
い
る
 

と
、
徐
々
に
柔
軟
性
が
低
下
し
ま
 

す
。
筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
あ
 

げ
ま
し
ょ
う
。
 

腰
に
無
理
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
 

す
る
こ
と
が
、
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

◆
重
い
も
の
を
床
か
ら
持
ち
上
げ
る
 

と
き
は
、
ま
ず
腰
を
落
と
し
て
か
ら
 

ひ
ざ
の
バ
ネ
を
使
っ
て
。
中
腰
は
 

禁
物
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
も
と
で
す
 

◇
寝
具
は
固
す
ぎ
ず
、
や
わ
ら
か
す
ぎ
 

ず
。
高
い
枕
も
背
骨
に
負
担
を
か
 

け
ま
す
 

◆
腰
、
ひ
ざ
、
足
首
が
 90 

度
に
な
る
よ
 

う
な
正
し
い
座
り
方
を
 

腰痛の 

予防 

ピ
ン
チ
の
と
き
は
 

免
除
の
申
請
を
し
よ
う
 

長
い
人
生
に
は
、
事
故
や
病
気
あ
る
 

い
は
失
業
な
ど
で
、
収
入
を
得
る
こ
と
 

が
で
き
ず
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
 

な
と
、
思
わ
ぬ
困
難
に
遭
う
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
の
た
め
に
、
第
1

号
被
 

保
険
者
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
 

り
ま
す
。
免
除
は
、
所
得
が
低
く
税
金
 

が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
な
と
、
 
一
定
の
 

基
準
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
場
合
に
認
 

め
ら
れ
ま
す
。
 

余
裕
が
で
き
た
ら
 

追
納
を
し
よ
う
 

免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
 

る
場
合
の
資
格
期
間
に
は
な
り
ま
す
が
、
 

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
 

の
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
 

の
3
分
の
1

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

「
こ
れ
で
は
老
後
が
不
安
」
と
い
う
人
の
 

た
め
に
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は
 10 

年
 

前
ま
で
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
こ
と
 

が
で
き
る
追
納
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
 

す
。
追
納
を
す
る
と
保
険
料
を
納
め
た
 

期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
だ
け
老
 

齢
基
礎
年
金
額
が
増
え
ま
す
。
 

免
除
の
期
間
が
あ
る
人
は
、
家
計
に
 

余
裕
が
で
き
て
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
 

っ
た
ら
、
必
ず
追
納
を
し
て
将
来
の
年
 

金
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
 

一つ。 
免
除
、
追
納
に
関
す
る
こ
相
談
は
、
 

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で
 

谷
2
2
1
6
6
6
3

。 

あ
る
調
査
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
肩
こ
り
の
 70
 

％
が
解
消
さ
 

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
毎
日
、
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

腕・胸の 
ストレツチ 

からだの後ろで指を組み、 
ひじを伸ばして少し上に引 

き上げる。 

腕・背中の 
ストレツチ 

指を組んで手のひらを外側 
に向け、ひじを伸ばして前 

に押し出す。 

/0蔓ciH)レッチ 
首を前後にたおす。 

腕・肩の 
ストレツチ 

腕の 
ストレツチ 

片方のひじを曲げてからだ 

の後ろに降ろし、もう―方 

の手でひじを引く。 

片方の腕をからだの前を通 

して横に伸ばし、もうー方 
の手でひじを押さえて引き 

よせる飼 

首・肩の 
ストレツチ 

からだの後ろで手首をつか 
んで引き、引いた方へ首を 

たおす。 

× 

●
自
動
車
の
検
査
・
点
検
整
備
制
度
の
改
正
．
 

"
 

" 

、
 
o
 

7
月
か
ら
、
自
動
車
の
検
査
及
び
点
検
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
動
車
技
術
 

の
進
歩
や
車
の
使
わ
れ
方
が
多
様
化
す
る
な
ど
、
自
動
車
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
、
 

き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

今
回
改
正
さ
れ
た
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
て
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
1
 

車
の
管
理
は
 

ュ
ー
ザ
ー
自
ら
の
責
任
で
 

7
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
改
正
道
路
運
送
 

車
両
法
」
で
は
、
点
検
整
備
を
す
る
な
 

ど
、
車
を
常
に
適
切
な
状
態
に
維
持
す
る
 

責
任
が
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
自
身
に
あ
る
 

と
い
う
、
い
わ
ば
自
己
責
任
の
考
え
方
が
 

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
2
 

6
か
月
点
検
の
廃
止
 

12 

か
月
、
 
24 

か
月
点
検
の
 

項
目
の
半
減
 

改
正
前
の
制
度
で
は
、
自
家
用
乗
用
自
動
 

車
な
と
（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
カ
ー
）
に
つ
い
 

て
は
、
6

か
月
、
 
12 

か
月
 24 

か
月
の
点
検
 

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
 

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
 

6
か
月
点
検
の
義
務
づ
け
が
廃
止
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
 12 

か
 

月
（
ー
年
）
点
検
と
 24 

か
月
（
2
年
）
点
 

検
だ
け
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
点
検
項
目
に
つ
い
て
も
簡
素
化
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
 12 

か
月
点
 

検
で
 60 

項
目
か
ら
 26 

項
目
、
 
24 

か
月
点
検
 

で
m

項
目
か
ら
 60 

項
目
に
削
減
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
3
 

“
車
齢
】
が
 11 

年
を
越
え
る
 

車
両
の
車
検
期
間
の
延
長
 

俗
に
「
 10 

年
車
」
と
い
わ
れ
て
い
た
自
 

動
車
は
、
 11 

年
を
越
え
る
と
1
年
ご
と
に
 

車
検
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
し
か
し
、
改
正
後
は
、
車
齢
が
 11 

年
を
越
え
た
自
動
車
で
も
、
車
検
の
期
間
 

が
2
年
に
な
り
ま
す
c
 

6
か
月
点
検
の
廃
止
や
点
検
項
目
の
削
 

減
な
ど
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
 

は
、
そ
れ
だ
け
車
を
も
つ
人
の
責
任
が
問
 

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
c

日
常
の
点
 

検
を
習
慣
つ
け
る
と
と
も
に
、
定
期
点
検
 

を
含
め
車
の
使
用
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
 

の
判
断
で
適
切
な
点
検
整
備
を
実
施
す
 

る
こ
と
か
重
要
で
す
。
 

o 0 



鰯i鰯i蘇I曹，

ポ
イ
捨
て
ノ
 

ヒ
ョ
イ
ッ
と
拾
お
う
ョ
グ
【
 

福
岡
県
環
境
美
化
の
日
の
6

月
4

日、 

神
崎
二
地
区
で
は
地
区
周
辺
の
道
路
に
散
 

乱
し
て
い
る
空
き
缶
を
拾
い
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
、
昨
年
か
ら
老
人
会
が
行
 

つ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
子
ど
も
会
、
 

婦
人
会
、
公
民
館
部
会
に
呼
び
か
け
、
地
 

区
住
民
み
ん
な
の
手
で
実
施
す
る
こ
と
に
 

か
い
よ
し
た
。
 

こ
の
日
は
約
百
人
が
参
加
、
拾
い
集
め
 

た
空
さ
缶
の
量
は
普
通
ト
ラ
ッ
ク
で
約
一
 

台
分
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

多
い
で
す
ね
、
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
。
 

（
特
派
員
 

荒
木
光
義
）
 

神
 戸
市
長
か
ら
の
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
実
る
ノ
 

5
月
 21 

日
に
福
岡
市
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
『
 

弱
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
に
錬
心
館
金
田
 

道
場
よ
り
小
学
生
5
、
6
年
の
部
4
人
と
、
 

中
学
 

生
の
部
1
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

小
学
生
5
5
6
年
の
部
は
、
実
力
が
出
ず
課
題
 

を
残
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
部
 

で
は
、
井
本
善
尊
君
が
大
会
前
日
よ
り
の
発
熱
を
 

お
し
て
 の
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
見
事
1
年
生
」
 

な
が
ら
上
級
生
を
倒
し
優
勝
し
ま
し
た
。
 

錬
心
館
金
田
道
場
で
は
、
練
習
4
を
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
練
習
し
ま
せ
ん
か
。
 

ま
た
、
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
 

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
 。

 

練
習
日
 
毎
週
火
、
木
曜
日
 
金
田
町
武
道
館
 

連
絡
先
 
堀
池
弘
幸
 

容
2
2
1
3
5
9
1
 

「 〕 

p 

お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

金

田

町

民

の

皆

様

 

温
か
い
ご
支
援
あ
り
力
と
つ
ご
ざ
い
ま
す
 

一
月
十
七
日
の
震
災
発
生
以
来
、
金
田
町
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
 

励
 ふ＋
よ
ー
 

と

 

多
く
の
ご
支
援
を
項
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 
（
〕
か
ら
お
 

礼
申
し
上
け
ま
す
。
 

六
か
月
が
経
ち
、
神
戸
市
内
で
は
復
興
に
向
け
て
の
つ
ち
音
が
響
 

き
、
人
タ
の
「
生
括
も
徐
々
に
．
．
て
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
つ
い
た
状
態
に
 

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

長
く
険
し
い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
を
今
ま
て
以
上
に
 

魅
力
の
あ
る
街
と
し
て
ま
み
が
え
ら
せ
る
よ
フ
努
カ
を
t

て
ま
い
り
 

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
項
き
ま
す
よ
9
お
願
い
し
ま
す
 

平
成
七
年
七
月
 

神

P
市

長

 
笹
 

山
 

幸
 

俊
 

ふ
み
 

藤
本
 

史
さ
ん
 

田
川
信
用
金
庫
金
田
支
店
 
勤
務
 

「支店長に、売り込んでこいョつて言われてきました」 

と、明るい声で話す彼女は、田川信用金庫金田支店に勤 

める藤本史さん、敷島町にお住まいの24歳。中学生の 

時に、バドミントンで活躍されたということです。 

自分自身の性格はとお聞きしたところ、「はつきり言 

つて負けず嫌いな方だと思います。」「バドミントンをは 

じめたきっかけは、夏に子ども会のスポーツ大会に出場 

して負けてしまったんです。くやしくて、よ～し、みん 

なより上手になってやるんだあって。単純な動機だっ 

たんです。」今も続けてるんですか。「たまにラケット持 

つぐらいですね。」お休みはどう過ごされているのです 

か。「お買い物ですよね。必ず何か買うとかじやなく 

て、お店のぞいているだけでストレスが飛んでいつてし 

まいます。」結婚の適齢期については、どう思いますか。 

「そろそろですよね。って、家族は言います。姉がお産 

で里帰りしていまして、姪を子守しているといいなあっ 

て思いますけど。」お相手はいるのですか。「ウフフ」つ 

て、ごまかされてしまいました。どういう男性がタイ 

プ？「決断力がある人がいいですね。それに私がスポー 

ツ大好きだから、何かやっている人がいいです。」ちな 

みにプロ野球ではとこのフアンですか。「西武ライオン 

ズです。みんなからは早くタイエーにしなさいって言 

われているんですけどね。」 

お客さん相手のお仕事ですよね。大変な場合もある 

でしよ？「そうですね。いつも笑顔をたやさずにって、 

思って入るんですけど、混雑したときなんかは、笑顔が 

ひきつってるんじやないか思うときがありますね。」仕 

事中うれしく思うことは。「預金が取れたときは仕事上 

うれしく思いますが、私は地元でしよ。だから、同僚よ 

りは気軽にお客さんとふれあえるところですね。」町に 

ついては。「街並みがきれいになっていますよね。写真 

撮影の場所も今日はじめてだったんですよ。つり橋に 

は、姪を連れて行こうと思っています。」と、明るく話す 

彼女でした。今回、二重が池公園を撮影場所に選びまし 

た。 

ぴ・ バースデイ 

荒川桑蔀者ちやん（平原団地） 
平成6年7月13日生まれ 

× 
× 

中
央
公
民
館
短
歌
教
室
 

戦
に
征
き
て
還
り
し
吾
な
れ
ば
た
だ
に
ぞ
 

祈
る
い
く
さ
な
き
世
を
 

山
徹
の
新
芽
に
ふ
れ
し
指
先
に
ほ
ん
の
り
 

と
旬
の
香
が
匂
ふ
 

春
陽
さ
す
田
圃
の
小
道
を
幼
ら
は
ツ
ー
ス
 

テ
ッ
プ
の
影
落
し
行
く
 

あ
の
岩
根
ピ
ル
や
道
路
に
変
ず
る
か
朝
日
 

に
映
ゆ
る
わ
が
香
春
獄
 

窓
ご
し
に
見
ゆ
る
花
壇
に
素
朴
な
る
花
大
 

根
の
紫
の
花
 

降
る
雨
に
し
と
ど
濡
れ
カ
る
白
牡
丹
傘
さ
 

し
か
け
て
独
り
眺
む
る
 

雪
解
け
の
雑
草
む
ら
の
う
す
ら
陽
に
犬
ふ
 

ぐ
り
咲
け
り
星
の
如
く
に
 

森
の
中
で
嚇
る
鳥
の
声
し
げ
し
木
陰
に
隠
 

れ
て
聞
き
耳
た
つ
る
 

手
に
余
る
仕
事
と
思
へ
ど
庭
木
摘
み
し
つ
 

け
は
早
く
も
腕
腰
に
く
る
 

老
い
し
ま
ま
独
り
済
み
る
し
隣
人
と
の
思
 

ひ
出
た
ど
り
ま
た
涙
ぐ
む
 

感
動
の
少
な
き
老
に
入
選
を
発
表
前
夜
に
 

知
ら
せ
く
れ
た
り
 

金
蓋
花
咲
き
し
あ
と
に
は
川
石
の
青
き
 

選
び
拾
ひ
来
て
置
く
 

庭
す
み
を
彩
る
え
び
ね
の
花
の
黄
に
黄
の
 

蝶
舞
ひ
て
見
失
ひ
た
り
 

母
の
日
に
子
の
亡
き
吾
に
と
マ
フ
ラ
ー
を
 

贈
り
て
く
れ
し
友
の
温
も
り
 

わ
が
短
歌
に
辛
き
批
評
を
加
え
丙
し
妻
は
 

逝
き
た
り
誰
と
語
ら
む
 

三
十
年
ぶ
り
の
鉱
友
の
便
り
に
硬
山
の
夢
 

見
し
事
が
書
か
れ
て
あ
り
ぬ
 

空
高
く
雲
雀
嚇
る
農
道
を
園
児
の
帽
子
の
 

黄
色
が
続
く
 

半
身
が
麻
癖
せ
し
ま
ま
の
友
乗
せ
て
車
椅
 

子
押
す
は
げ
ま
し
な
が
ら
 

ノ！ 

阿
部
 

重
宏
 

三
村
 
和
子
 

白
石
 
信
子
 

岡
野
富
司
生
 

稲
富
み
つ
こ
 

加
治
 
智
子
 

久
保
 

の
ふ
 

藤
林
 
俊
信
 

加
来
ス
マ
子
 

千
手
佐
起
子
 

香
月
ミ
サ
ヲ
 

佐
竹
喜
久
雄
 

市
丸
須
磨
子
 

井
手
本
智
恵
子
 

福
田
 

昌
 

白
石
 
幸
造
 

山
口
 
倭
子
 

上
原
 
安
子
 

マ
マ
か
ら
の
メ
ソ
セ
ー
ジ
 

よ
く
男
の
子
に
ま
ち
が
え
ら
れ
る
け
と
 

~ 

元
気
で
活
発
な
 

女
の
子
に
な
っ
て
ネ
グ
”
 

●みんなのひろば●投稿・作品大募集ノ 
『
み
ん
な
の
ひ
ろ
は
』
 
は
、
皆
さ
ん
で
作
る
 

ペ
ー
ジ
で
す
。
 

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
た
よ
 

り
、
作
品
な
ど
毎
月
 10 

日
ま
で
に
役
場
広
報
 

ま
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
お
送
り
く
だ
 

さ
い
。
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

★
は
ぴ
っ
ー
ば
ー
す
で
い
 

満
ー
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
の
 

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
 

お
誕
生
月
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
自
分
で
撮
 

影
さ
れ
た
も
の
で
も
結
構
で
す
。
 

ま
た
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
撮
影
に
伺
 

い
ま
す
。
誕
生
月
前
の
 10 

日
ま
で
に
。
 

★
作
品
の
募
集
 

イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
、
写
真
、
各
種
の
サ
ー
 

ク
ル
活
動
の
作
品
、
ェ
ッ
セ
イ
、
そ
の
他
 

こ
ん
な
も
の
も
載
せ
て
ー
と
い
う
方
。
ご
 

連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

★
や
ん
ぐ
と
ー
く
 

10 

代
か
ら
 20 

代
の
金
田
町
に
勤
務
さ
れ
て
 

い
る
か
、
お
住
ま
い
の
方
。
 

★
そ
の
他
 

ク
ラ
ブ
員
、
会
員
募
集
、
広
報
に
関
す
る
 

ご
意
見
、
ご
感
想
、
企
画
開
発
課
 

広
報
担
当
ま
で
 

谷
2
2
1
0
5
5
6
 

⑩
 

の 



LoveカナダFiesta 
7月26日（水）~27日（木） 

18時～ 
ところ 新町通り全域 

ト仮装カーニバル出場者募集ノ 

ー
 

情報 

（写真は昨年のものです） 
26日に行われる仮装力ーニバルに出場するクループを募集します。 

ダソス、パフオーマンノ ー】スチュームは自由です。 

ご参加お待ちしていま9 、】 

募集期間／7月1日（金）ハ 19日（水） . 

参加資格／5人以上のクルーブ 

（年齢、性別、地域は問いません。未成年チームは保護者を代表に。） 

・先着2〇チームまで 

・説明会（7月21日）に参加が義務です。 

U 表章ラ／最イ憂秀賞賞金2〇万円優秀賞ほか各賞賞金あり選タトチームに 

参加賞1 万円 

申込みお問い合わせ先 金田町商工会 ' '22-1111 FAX 22-2138 

、ノー 

保
健
●
福
祉
 

予
防
接
種
 

★
三
種
混
合
 

（
ジ
フ
テ
リ
ァ
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
）
 

7
月
 18 

日
（
火
）
 

会
場
 
町
民
会
館
 

時
間
 
13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

母
子
保
健
 

★
ー
歳
6

か
月
検
診
 

7
月
 20 

日
（
木
〕
 

会
場
 
役
場
仮
庁
舎
 

時
間
 
13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

★
乳
児
相
談
 

毎
月
第
三
金
曜
日
 

7
月
 21 

日
 

会
場
 
役
場
仮
庁
舎
 

時
間
 
10 

時
、
 11 

時
 

健
康
相
談
 

（金〕 

毎
月
第
二
金
曜
H
 

7
月
 14 

日
（
金
）
 

会
場
 
福
祖
セ
ン
タ
ー
 

時
問
 
13 

時
、
 15 

時
 

一 
古
心
ゆ
芯
目
火
火
 

山
繭
引
耳
ロ
ぞ
木
・
「
「
「
a
 

毎
月
第
二
金
曜
日
 

7
月
 14 

目
（
金
）
 

会
場
 
役
場
仮
庁
舎
 

時
間
 
9
時
、
 10 

時
 

福
祉
課
 
谷
2
2
1
6
6
6
4
 

心
配
ご
と
相
談
 

毎
月
第
四
水
曜
目
 
7
月
 26 

日
（
水
）
 

会
場
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

時
間
 
10 

時
、
 15 

時
 

お
か
あ
さ
5
ん。 

子
ど
も
た
ち
 

こ
の
ゆ
び
と
ま
5
れ。 

い
き
い
き
マ
マ
教
室
 

近
所
に
お
友
達
が
い
な
い
マ
マ
、
育
 

児
で
悩
ん
で
い
る
マ
マ
、
一
度
「
い
き
い
 

き
マ
マ
教
室
」
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

育
児
は
い
つ
も
楽
し
い
ば
か
り
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
 

マ
マ
も
育
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

日
時
・
内
容
 

7
月
5

日
（
水
）
 

食
生
活
に
つ
い
て
 

10 

時
、
 12 

時
 

栄
養
士
 
鎌
田
玲
子
さ
ん
 

8
月
2
日
（
水
）
 

13 

時
 30 

分くJ 
15 

時
 30 

分
 

生
活
リ
ズ
ム
 

小
児
科
医
師
 
永
野
ひ
と
み
さ
ん
 

9
月
6
目
（
水
）
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
 30 

分
 

言
葉
に
つ
い
て
 

田
川
市
民
劇
場
 
永
末
宏
之
さ
ん
 

10 

月
以
降
は
未
定
で
す
。
 

と
こ
ろ
 
金
田
町
役
場
仮
庁
舎
集
会
室
 

参
加
料
は
無
料
て
す
。
 

連
絡
先
 

福
祉
課
保
健
婦
 
池
田
・
野
中
ま
で
 

少年のバス研修 
8月2日（水）~4日（金） 

行き先 大分県立九重少年自然の家 

・事前研修 7月24日（月） 

会場 総合会館 

団員募集ノ 
今年で7回目を迎える少年のバス研修に 

参加する元気な団員を募集します。 

・参加資格 
小学校4年生～中学校2年生までの男子、女子 

・参加費 3.000 円 

・募集期間 7月3日～10日 

・募集人員 50人 

お問い合わせ 社会教育課 谷22 -2200 

終戦50周年を迎える今年 

戦没者の遺族の皆さまに 

特別弔慰金が支給されます 
国では終戦50周年を迎えるに当たり、改めて弔意の意を表すために特別弔慰金を支給いたします。対象となるのは、平成7 

年4月1日現在、同ーの戦没者について、公務扶助料や遺族年金などの支給を受ける方がいない遺族です。次に掲げる遺族のう 

ち、その順位に従って最も順位が先の方お一人に、額面40万円の国債が支給され、平成8年から平成11年までの10年間にわ 

たり年間4万円ずつ償還されます。なお、同順位の方が複数いるときは、お一人を選定して請求していただきます。詳しいこ 

とは、役場福祉課援護担当までお問い合わせください。 

(1）平成7年4月1日までに弔慰金（遺族国庫債券）の受給権を取得した方 

(2）戦没者の子 

(3）父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者の死亡当時、戦没者と生計をともにしていた方（ただし、結婚や養子縁組に 

より、現在、氏が変わっている人を除く） 

(4）父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者と生計関係がなかった方 

(3）グループで除かれている氏が変わっている方 

(5）兄弟姉妹の配偶者、甥、姪、おじ、おば、およびこれらの配偶者など3親等内親族のうち、戦没者の死亡まで弓は続き1 

年以上生計をともにしていた方 

① 

J 

くらしのlnforma tion 
//.f .. 日日I 、Z、ム“E石三工ろF三ュ 、× 

エJlロ」し’口1ノ巳里b 口甘‘つ 

金田町役場 容22一0555 
金田町教育委員会 公2 2-2 200・2 2-0425 
ふれあい塾 B22 一5400 

×温水プール 容22一5868 ノ 7月 
戦
後
 50 

周
年
記
念
事
業
ー
 

平
和
ー
未
来
へ
む
す
ぶ
α
 

福
岡
県
で
は
、
「
平
和
を
未
来
へ
結
ぷ
」
 

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
、
コ
ン
ー
サ
ー
ト
 

及
び
福
岡
県
戦
時
資
料
展
を
開
催
し
ま
 

す。 
●
記
念
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
 

'1
！
十
手
 

場
所
 

8
月
 15 

日
（
火
）
 

14 

時
開
演
 

ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

、
ン
ン
フ
ォ
ー
ー
ー
ホ
ー
ル
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

記
念
講
演
 

草
柳
大
蔵
さ
ん
（
評
論
家
）
 

コ
ン
サ
ー
ト
 

東
洋
民
族
音
楽
ァ
ン
サ
ン
ブ
ル
「
羅
音
」
 

R
K
B
女
性
合
唱
団
、
 

福
岡
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
皆
さ
ん
 

申
込
み
方
法
 

人
場
無
料
で
す
。
 

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
 

入
場
希
望
数
を
記
人
の
上
お
申
し
込
 

み
く
だ
さ
い
。
 

●
戦
時
資
料
展
 

飯
塚
会
場
 

8
月
8

日
（
火
）
、
 13 

日
（
日
）
 

9
時
、
 17 

時
 

会
場
 
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
 

展
示
ホ
ー
ル
 

人
場
は
無
料
で
す
。
 

展
示
品
焼
夷
弾
殻
、
鉄
か
ぷ
と
、
投
降
 

を
呼
び
か
け
た
ビ
ラ
な
ど
2

千
点
を
展
 

示
。
戦
時
中
の
状
況
な
ど
を
表
す
ビ
デ
 

オ
の
上
映
も
実
施
し
ま
す
。
 

J
 

青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

九
州
コ
ン
ク
ー
ル
 

出
場
者
募
集
 

今
、
あ
な
た
が
何
を
思
い
、
何
を
考
え
 

て
い
る
の
か
、
自
分
の
体
験
を
も
と
に
メ
 

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
 

「
青
春
メ
ソ
セ
ー
ジ
」
 
は
、
N
H
K

の
 

放
送
を
通
じ
て
全
国
8

つ
の
ブ
ロ
ソ
ク
 

コ
ン
ク
ー
ル
と
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
 

催
す
る
ピ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
 

国
コ
ン
ク
ー
ル
畠
場
者
に
は
、
海
外
旅
行
 

の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
 

参
加
資
格
 

昭
和
 45 

年
ー
月
 16 

日
か
ら
昭
和
 55 

年
 

4
月
l

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
 

応
募
内
容
 

自
分
の
体
験
を
も
と
に
、
自
分
自
身
の
 

思
い
や
考
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
 

れ
ば
、
内
容
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
 

応
募
方
法
 

自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
4

分
 30 

秒
以
 

内
で
発
表
し
終
わ
る
よ
う
に
、
原
稿
用
 

紙
（
四
百
字
詰
め
・
3
枚
半
程
度
）
に
 

ま
と
め
る
か
、
カ
セ
ソ
ト
テ
ー
プ
に
録
 

音
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

応
募
先
、
お
問
い
合
わ
せ
 

一
T
8
0
3
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
門
1
1
6
1
 26 

N
H
K
北
九
州
放
送
局
 

「
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
係
 

谷
0
9
3
1
5
9
1
1
5
0
0
2
 

0 



住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
 

7
月
 11 

目
（
火
 

10 
時
、
 15 
時
 

と
こ
ろ
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

田
川
市
郡
在
住
の
方
が
対
象
 

福
岡
県
春
日
総
合
施
設
 

愛
称
募
集
 

福
岡
県
で
は
、
福
岡
県
総
合
施
設
セ
 

ン
タ
ー
・
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
人
権
歴
 

史
資
料
館
の
施
設
全
体
を
表
す
親
し
み
 

や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
 

●
応
募
方
法
 

官
製
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
ー
点
と
し
、
 

愛
称
、
簡
単
な
趣
旨
、
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
（
学
生
な
と
は
学
校
名
、
学
年
 

も
）
、
性
別
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
 

人
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

●
応
募
締
め
切
り
 

8
月
 20 

目
（
当
目
消
印
有
効
）
 

●
賞
 最

優
秀
賞
 
1
名
 
賞
金
 

優
秀
賞
 
2
名
 
賞
金
 

10 

万
円
 

2
万
円
 

（
中
学
生
以
ド
の
場
合
は
、
相
当
額
の
 

図
書
券
と
し
ま
す
。
）
 

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
 

〒
8
1
2
1
7
7
 

民
生
部
春
日
総
合
施
設
建
設
室
 

愛
称
募
集
係
 

谷
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1

ー
 

内
線
2
8
6
3
 

ぼ
う
一
」
う
 

人
工
勝
脱
 

健
康
教
室
の
開
催
 

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
筑
豊
分
会
、
ウ
ロ
 

（
人
L
勝
耽
）
部
会
で
は
、
ご
家
族
同
伴
 

で
気
軽
に
参
加
で
き
る
健
康
教
室
を
行
 

い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。
 

●
日
時
 
7
月
9

日
（
日
）
 

13 
時
、
 

●
会
場
 
サ
ン
ア
ピ
リ
テ
ィ
い
い
ず
か
 

谷
0
9
4
8
1
2
9
1
3
0
8
7
 

●
講
師
 
福
岡
大
学
病
院
（
E
T

) 

梶
西
ミ
チ
子
さ
ん
 

お
問
い
合
わ
せ
 

日
本
ォ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
 

筑
豊
分
会
長
 
田
中
健
一
郎
 

容
0
9
4
9
2
1
2
1
2
9
9
6
 

「
太
宰
府
を
歩
こ
う
」
 

受
講
生
募
集
 

●
日
時
 

8
月
か
ら
 12 

月
ま
で
の
 

毎
月
第
二
水
曜
日
の
計
5

回
 

Q
U
E
J
く
？
に
J
ト
手
 

ー
日
 

ー
甘
 

●
場
所
 

九
州
歴
史
資
料
館
・
太
宰
府
周
辺
史
跡
 

な
ど
 

●
内
容
 

発
掘
調
査
で
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
太
 

宰
府
史
跡
な
と
を
現
地
解
説
し
ま
す
。
 

一
「
一
講
料
 

h
白
円
が
必
要
で
す
ゴ
損
害
保
険
料
）
 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
 

ハ
カ
キ
で
七
月
末
日
ま
で
お
申
し
込
 

み
く
だ
さ
い
。
 

〒
8
1
8
1
0

ー
 

太
宰
府
市
石
坂
4
1
7
1

ー
 

九
州
歴
史
資
料
館
 
九
歴
講
座
係
 

平
成
7
年
度
自
衛
官
募
集
 

●
受
付
期
間
 

8
ロ
H
l

目
、
9

目
H
8

目
 

●
試
験
日
・
会
場
 

9
月
 17 

目
（
目
）
8
時
 30 
分
、
 

飯
塚
市
立
岩
公
民
館
 

●
募
集
種
目
・
資
格
 

・
一
般
曹
候
補
学
生
（
男
、
女
）
 

高
卒
、
 
21 

歳
未
満
の
者
 

・
曹
候
補
士
（
男
、
女
）
 

高
卒
、
 27 
歳
未
満
の
者
 

・
航
空
学
生
（
男
、
女
）
 

高
卒
、
 21 
歳
未
満
の
者
 

試
験
H

は
、
9
月
 23 

H
(L

) 

会
場
 
福
岡
大
学
 

・
2
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

18 
歳
以
L
、 27 
歳
未
満
の
者
 

※
受
付
期
間
は
、
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
 

い
ま
す
。
試
験
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
 

受
付
後
に
指
定
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
 

自
衛
隊
地
方
連
絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
 

容
0
9
4
8
1
2
2
1
4
8
4
7
 

平成7年 

国勢調査 

人のつこき6月1日現在 
☆人ロ 8 ,631人（-21人） 

男性 4 ,125人（一19人） 

女性 4 ,506人（一 2 人） 

〇
 

翼’「甘甘欝III欝欝欝欝I欝搬i' i II Ii'"1"I1I"iIj 止―り‘!!!"’川響櫛議I！翼―「「 

くらしの法律情報 

夫婦別姓 

女性の社会進出とともに、夫婦が別々の姓を名乗ることを 

認める「夫婦別姓」の法政化を求める動きが活発化してきて 

います。 

現在、民法では、「夫婦は、婚姻の際定めるところに従い、 

夫または妻の氏を称する」（七五〇条）と定め、夫婦同姓を強 

制しています。 

この場合、夫婦の姓は、夫のものでも妻のものでもかまわ 

ない。ところが、現実には、戦前からの家意識などもあって、 

夫の姓を名乗る夫婦が約98％にも達しているのが現状です。 

そして、最近、結婚後も働く女性が増加していることなど 

を背景に、このような夫婦同姓の強制は、女性に 一方的な改 

姓を迫るものであり、また結婚により姓の変更を余儀なくさ 

れることは、現実の社会生活の中で様々な不利益、不都合を 

生じさせるとして、同姓、別姓のどちらでも選べる選択的 

「夫婦別姓」の導人を求める声が高まってきました。 

確かに、結果として結婚をとるか、姓をとるかの選択を迫 

るような現行の制度にどれほどの合理性があるのか、もう 

度考えてみなlナオ1ばならないりIl題でもあります。夫婦の姓に 

関する各国の状況をみても、日本のように戸籍制度が整備さ 

れていないといった違いはあるにせよ、日本のように、厳格 

に夫婦同姓を強要するところは少ないといわれています。し 

かし、これに対しては、夫婦別姓は夫婦同姓のもとで築かれ 

てきたよき家族関係、社会関係を破壊しないかとか、別姓夫 

婦の戸籍や子どもの姓をどうするのかといった点を指摘し、 

夫婦別姓の導入に反対する声も根強くあります。 

この問題については、現在、法務省の法制審議会で婚女鴎liリ 

度等の見直しの一環として検討されており、平成6年7月には 

民法改正要綱試案が発表され、関係各界の意見をとりまとめ 

中です。 

夫婦別姓の問題は、まさに「夫婦」、「家族」そして「姓」と 

は何かということが問われている問題であり、今後の議論の 

成り行きが大いに注目されているところです。 

繭I」 

アリの撃退方法 くらしのワンポイント 

☆世帯数3,1 1 1世帯（+2世帯） 

5 月中の人の動き 

・出生・・・ 8 人 ・死亡… 5人 

・転入・・・27人 ・転出・・・51 人 

B
&
G
艇
庫
開
き
の
お
知
ら
せ
 

占
谷
池
の
水
位
が
も
ど
り
ま
し
た
。
 

7
月
1

日
か
ら
 10 

日
末
日
ま
で
利
用
で
き
 

ま
す
。
 

ョ
ッ
ト
、
カ
ヌ
ー
な
ど
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
 

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

お
問
い
合
わ
せ
 

B
&
G

温
水
プ
ー
ル
 

谷
 
22 

1
5
4
0
0
 

本イ「10月l I I現在で、全国一斉 

に国勢調査が行なわれます。 

国勢調査は、ii本に住んでいる 

すべての方を対象とする国の最も 

基本的な統計調査です。 

この調査の結果は統計としてま 

とめられ、21世紀に向lナた各種の 

引画や福祉対策、雇用対策、住宅 

対策、防災対策など、各種の行政 

を行うための重要な基礎資料とな 

ります。 

皆様のご協力をお願いします。 

ー 総務庁統計局― 
福岡県・金田町 

ありのまま あなたの答えが 国の基礎 

ア
リ
は
、
童
話
で
は
働
き
者
の
代
 

表
と
し
て
、
 

“
尊
敬
】
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
し
か
し
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
、
 

家
の
中
に
入
っ
て
食
品
に
た
か
っ
た
 

り
、
植
木
鉢
に
巣
く
つ
て
植
木
を
枯
 

ら
し
た
り
す
る
“
困
り
者
】
の
一
面
 

を
も
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
 

部
屋
に
上
が
り
込
ん
で
、
寝
て
い
る
 

乳
幼
児
の
ロ
元
に
群
が
っ
て
は
た
い
 

へ
ん
で
す
。
ア
リ
は
砂
糖
や
お
菓
子
 

類
、
ハ
ム
な
ど
の
動
物
性
食
品
が
好
 

物
で
す
。
家
の
中
に
工
サ
と
な
る
食
 

品
を
見
つ
け
る
と
、
あ
つ
と
い
ー
つ
間
 

に
侵
入
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
え
 

さ
場
と
巣
穴
を
行
列
し
な
が
ら
往
復
 

し
は
じ
め
ま
す
。
ア
リ
が
行
列
を
組
 

め
る
の
は
、
道
し
る
べ
と
し
て
分
泌
 

物
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
 

行
列
を
分
断
す
れ
ば
、
家
へ
の
侵
入
 

を
防
げ
ま
す
。
家
の
中
へ
の
行
列
を
 

見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
侵
入
ロ
に
市
販
 

の
有
機
リ
ン
酸
系
の
殺
虫
剤
を
噴
霧
 

し
ま
す
。
ま
た
、
侵
入
ロ
に
2

セ
ソ
 

露
。
チ
幅
で
市
販
の
粘
着
剤
を
塗
っ
た
 

彦
 

、
 

臨
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ア
リ
の
道
を
 

ふ
き
取
っ
た
り
す
る
と
、
分
泌
物
が
 

消
え
て
一
時
的
で
す
が
撃
退
で
き
ま
 

す。 こ

の

間

に

巣

穴

を

捜

し

ま

し

よ

 

一
つ
。
巣
穴
を
中
心
に
半
径
5

セ
ン
チ
 

の
範
囲
に
、
市
販
の
巣
退
治
用
の
殺
 

虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。
周
囲
に
市
販
 

の
毒
工
サ
を
ま
く
と
、
よ
り
効
果
的
 

で
す
。
さ
ら
に
、
市
販
の
四
塩
化
炭
 

素
液
（
え
り
の
汚
れ
落
と
し
に
使
一
つ
 

透
明
な
液
）
を
、
巣
穴
に
 20 

5
 30 

ミ
 

リ
リ
ッ
ト
ル
流
し
込
め
ば
、
四
塩
化
 

炭
素
液
が
気
化
し
て
巣
穴
の
中
の
ア
 

リ
は
全
滅
し
、
退
治
で
き
ま
す
。
 

巣
穴
に
熱
湯
を
流
し
込
む
の
は
、
 

簡
単
な
ア
リ
の
退
治
方
法
で
す
が
、
 

そ
ば
に
植
木
な
ど
が
あ
る
と
根
を
傷
 

め
る
原
因
に
も
な
る
の
で
、
注
意
が
 

必
要
で
す
。
植
木
鉢
に
巣
く
っ
た
と
 

き
は
、
深
い
バ
ケ
ツ
な
ど
の
容
器
に
 

水
を
入
れ
、
植
木
鉢
を
浸
し
ま
す
。
 30 

分
ぐ
ら
い
し
て
ア
リ
が
浮
い
て
き
た
 

ら
、
水
と
と
も
に
流
し
ま
す
。
 

r
毛一 

心
）
」
事
ー
t
 

、 

騰
驚
燃
騰
麟
麟
麟
 

パ
ノ
ラ
マ
た
が
わ
（
田
川
市
郡
の
7
月の行事です） 

！
添
田
町
谷
⑩
1
2
3
1
 

●
藤
堂
輝
明
・
菊
池
恵
子
民
謡
シ
ョ
ウ
ー
 

7
月
 16 

日
（
日
）
 

14
 

時くノ 

会
場
 
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
 

●
子
ど
も
会
球
技
大
会
 

7
月
 30 

日
（
日
）
 

9
時
5
 

場
所
 
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
ほ
か
 

！
大
任
町
篇
3
0
0
0
 

●
少
年
野
外
ス
ク
ー
ル
 

7
月
 15 

日
5
 16 

日
 

と
こ
ろ
 
自
然
の
森
キ
ャ
ン
ブ
場
 

●
水
難
予
防
講
習
会
 

7
月
 21 

日
（
金
）
 

16 

時
5
 

会
場
 
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

●
子
ど
も
会
球
技
大
会
 

7
月
 23 

日
（
日
）
 

8
時
 30 

分
5
 

会
場
 
町
民
野
球
場
ほ
か
 

！
田
川
市
冒
岡
2
0
0
0
 

●
市
内
一
斉
清
掃
 

7
月
9
日
（
日
）
 

8
時
5
 

●
田
川
市
美
術
館
情
報
 

7
月
4
日
5
 16 

日
 

九
州
ク
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
協
会
展
 

7
月
 18 

日
5
 23 

日
 

洗
心
書
美
術
展
・
書
道
成
人
部
全
国
展
 

7
月
 25 

日
5
 30 

日
 

創
元
会
福
岡
県
北
支
部
展
 

※
い
ず
れ
も
入
場
無
料
 

！
川
崎
町
冒
⑩
3
0
0
0
 

●
子
ど
も
会
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

7
月
 23 

日
（
日
）
 

8
時
5
 

と
こ
ろ
 
町
民
運
動
公
園
 

陸
上
競
技
場
 

●
 24
 

時
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

8
月
5
日
（
土
）
5
6
日
（
日
）
 

と
こ
ろ
 
町
民
運
動
公
園
野
球
場
 

鰯一 

」」脚肝川m
山
旧
旧
旧
L
」r
 

！
糸
田
町
公
⑩
1
2
3
1
 

●
水
禍
防
止
パ
レ
ー
ド
 

7
月
 16 

日
（
日
）
 

9
時
5
 

●
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

7
月
 30 

日
（
日
）
 

8
時
5
 

会
場
 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
 

！
赤
池
町
翁
2
 O
O
4
 

●
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

7
月
9
日
（
日
）
 

8
時
 30 

分
5
 

会
場
 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
 

●
香
呑
町
冒
⑩
2
5
1
1
 

●
子
ど
も
会
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

7
月
 16 

日
（
日
）
 

会
場
 
勾
金
小
学
校
ほ
か
 

●
ふ
れ
あ
い
朝
市
 

毎
週
日
曜
日
午
前
8
時
5
 

と
こ
ろ
 
役
場
前
広
場
 

【
方
城
町
谷
⑩
o
5
2
0
 

●
同
和
講
演
会
 

7
月
3
日
 

13 

時
5
 

と
こ
ろ
 
町
民
体
育
館
 

●
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

7
月
 30 

日
 
9
時
5
 

と
こ
ろ
 
町
民
ク
ラ
ウ
ン
ド
 

●
農
産
物
直
売
ふ
れ
あ
い
市
 

毎
週
土
曜
日
 
10 

時
5
 

と
こ
ろ
 
町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
前
 

【
赤
 
村
容
⑩
3
0
0
0
 

●
同
和
問
題
強
調
月
間
街
頭
啓
発
 

7
月
3
日
 
村
内
各
所
 

●
築
城
基
地
慰
霊
祭
盆
踊
り
大
会
 

7
月
 29 

日
（
土
）
 

18 

時
5
 

と
こ
ろ
 
椎
田
町
築
城
基
地
 

園
 

~ 

梅
雨
も
明
け
れ
ば
夏
本
番
。
今
年
も
義
 

弟
と
鮎
釣
り
に
で
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
 

す
。
釣
果
は
二
の
次
で
も
、
少
し
ば
か
り
 

の
鮎
の
塩
焼
き
と
ビ
ー
ル
で
「
自
然
に
感
 

謝
ー
」
 
と
カ
ン
パ
イ
す
る
の
が
楽
し
み
で
 

す
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
天
 

然
の
釣
り
堀
で
一
日
の
入
漁
料
を
支
払
っ
 

て
私
た
ち
は
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
よ
 

ね
。
漁
協
組
合
員
の
方
の
お
話
で
は
、
「
小
 

振
り
な
も
の
が
天
然
物
だ
よ
」
っ
て
言
っ
 

て
い
た
が
、
釣
り
場
が
、
ダ
ム
上
流
な
も
 

の
で
す
か
ら
頭
を
か
し
げ
ま
す
。
放
流
し
 

て
い
る
鮎
の
稚
魚
は
、
琵
琶
湖
産
の
も
の
 

が
ほ
と
ん
ど
で
、
全
国
ど
こ
の
川
で
も
天
 

然
も
の
よ
り
放
流
し
た
鮎
が
多
い
の
で
 

す
。
こ
れ
に
は
自
然
環
境
の
悪
化
な
ど
 

で
、
圧
倒
的
に
そ
の
川
の
天
然
鮎
の
絶
対
 

数
が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
 

一
番
、
遡
上
を
妨
害
し
て
い
る
原
因
は
、
 

治
水
、
利
水
目
的
な
ど
で
海
か
ら
上
流
へ
 

向
か
う
に
つ
れ
て
多
く
な
る
人
工
物
の
影
 

響
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
鮎
で
有
 

名
な
長
良
川
は
、
河
口
ぜ
き
が
運
用
開
始
 

に
な
り
ま
す
。
河
ロ
ぜ
き
の
自
然
環
境
調
 

査
で
は
、
 70 

％
は
遡
上
で
き
る
と
い
う
結
 

果
が
出
て
い
る
の
で
す
が
、
で
は
次
の
年
 

は
と
考
え
る
と
 49 

％
、
単
純
計
算
す
る
と
 

6
年
経
つ
と
 10 

％
を
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
 

す
。
こ
の
数
字
は
、
鮎
だ
け
の
も
の
で
は
 

な
く
て
、
川
の
生
態
系
そ
の
も
の
も
変
え
 

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
運
用
開
始
 

以
後
随
時
調
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
 

が、 

一
度
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
元
 

に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
 

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

今
月
号
で
は
、
河
川
整
備
計
画
の
概
要
 

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
川
に
親
 

し
む
公
園
と
し
て
、
自
然
を
私
た
ち
の
子
 

ど
も
、
孫
の
世
代
ま
で
残
し
て
い
こ
う
と
 

す
る
も
の
で
す
。
川
の
自
然
か
ら
の
恩
 

恵
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
い
も
の
だ
と
 

思
い
ま
す
。
 

①
 



国際交歓会に参加した外国人選手3人から、 メッセージをいただきました。 

ここにこ紹介いたします。 また、選手の手に乗っている折りつるは、 

神崎同和保育所の園児たちからのプレゼントでした。 

マイケahI戸さん《アヌ09 

しWSPテ4に＝腿 

ありがとう 

国本のおどり） 

いね、 

§しかった 

かとときを 、タべのひと 

の 

チッ亥『さ6 《アヌリ力》 
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